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（1）法人に関する事項

代表者名 代表取締役会長 藤田　敏彦  （平成05年05月28日）
代表取締役社長 中村　光     （令和04年06月01日）

役員等 取締役 藤田　征人 （平成29年05月26日）
取締役 藤田　勲 （令和02年11月01日）
監査役 八橋　志暢  （令和03年05月28日）

事業の内容            　 　産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業
産業廃棄物・特別管理産業廃棄物・一般廃棄物の中間処理業

 
 

産業廃棄物処理関連のコンサルティング
各種コンテナ類等の各種販売
タンク・ピット堆積物抜取工事等の各種工事
海洋汚染廃油処理事業

事業の規模

※令和2年度、3年度については進入路等は除く

環境経営管理責任者　　 藤田　勲

連絡担当者名　　　　　　 藤本　隆規

連絡先 　　　　　　　　　 　 TEL　0836－83－8347　　 FAX　0836－83－3688

　　　　　　　　　　　　　 　　 E-mail 　 fujimoto@toshisangyo.co.jp

当社の事業年度 　　　 　 4月1日～翌年3月31日（本レポート対象期間は同上）

認証・登録範囲 　　 　 　 本社、工場の全組織・全活動

（２）廃棄物処理業の許可に関する事項    別紙1に示します。
（３）施設の状況                                    別紙2に示します。
（４）処理施設概略フロー図                  　 別紙3に示します。
（５）受け入れ処理の実績                                    別紙4に示します。
（６）廃棄物の処理費用                        　廃棄物の処理費用については種類・量・処理の難易度によって
                                                    　 　 異なりますので、当社営業部に問い合わせをお願いします。

2,072

68

73,301

売上高 百万円 1,876

従業員数
（役員・社外取締

役含む）

2,029

66

70,942事業場面積
※ 70,942

人

㎡

62

令和2年度 令和3年度単位

1.事業の概要

事業所名 　　　　 　　　　都市産業株式会社

所在地 　　　　　　　　　　本社・工場 　　山口県宇部市大字船木61番41

設立年月日　　　　　　　 昭和46年11月25日

令和4年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市産業株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　中村　光

６．この環境経営方針は広く一般に公開する。

節電を励行するとともに省エネルギー可能な商品・設備の購入を推進する。

エコドライブを実施し、社用車及び構内作業車の燃料の使用量を削減する。

（２）節水に努め、水使用量を削減する。

（３）再生可能な資源を利用する。

（４）化学薬品の管理を徹底する。

（５）再生可能エネルギーへの取組を実施する。

（７）DXを推進する。

４．地域とのコミュニケーションを図り、地域社会へ貢献活動を行う。

　環境経営システムを構築・運用し継続的な取り組みを進めるため、下記の行動指針に基づき、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定：平成17年4月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定：令和　4年11月 1日

２．環境経営目標の策定と見直しを行い、継続的改善を行う。

３．事業活動に係る環境負荷について、次の項目を重点的に実施する。

環境経営目標及び環境経営計画等を策定、見直しを行い、環境活動を展開します。

１．当社に適用される環境関連法規・条例等を遵守する。

５．この環境経営方針は全従業員へ周知するとともに、環境教育を行い環境への意識向上を図る。

（６）適正処理のための仲介業務を行う。

（１）CO2の排出の抑制

また処理だけではなくサーマルリサイクル、マテリアルリサイクルにも注力し、お客様の要求される

品質に対して満足頂けるよう継続的改善に努めてまいります。

　都市産業株式会社は環境負荷の低減に貢献し、お客様や地域社会から信頼される【ONLY ONE】

であるために日々邁進してまいります。

■行動指針

沿った適正処理を実施するため、当社だけではなく、当社営業ネットワークを通じて行ってまいります。

２．環境経営方針

■経営理念

　都市産業株式会社は地球環境保全活動を最重要課題と位置付け、産業廃棄物の収集運搬業及び

処分業を通じて環境負荷の低減に貢献します。

　環境負荷の低減では、当社の社訓である【プロは栄え、アマは滅びる】を実践し、お客様のニーズに
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6 名 4 名

各担当の責任者
及び従業員

・環境経営システムの実施
・従業員への教育訓練の実施
・環境経営目標のデータを確認
・自部門の是正処置、予防処置報告書を作成（原因究明、対策に実施）
・緊急事態への対応のための訓練の実施、報告書の作成
・作業標準書の作成及び運用管理

EA21事務局

・環境経営管理責任者の補佐、エコアクション21の事務局
・環境経営活動レポートの作成

3 名 5 名 13 名

2023年6月30日現在

藤田　勲

藤本　隆規

営業部

３．組織図及び認証・登録範囲

環境経営管理責任者

認証の範囲

代表取締役社長
中村　光

総
務

EA21事務局

2 名

・外部コミュニケーションとの窓口及び記録受付作成
・自社ＨPの更新

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成
・環境経営目標、環境経営活動の実績集計
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックを実施
・教育訓練の実施計画書の作成
・教育訓練報告書のとりまとめ及び資格取得一覧表の作成

管理部 総務部 施設部 製造部

環境経営
管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境経営活動レポートの確認
・環境経営目標、環境経営活動計画書の確認
・環境関連法規等取りまとめ表の確認
・緊急事態への対応マニュアル（BCP等）の確認
・教育訓練報告書の確認及び承認
・是正処置、予防処置の確認及び承認
・外部コミュニケーション記録受付の確認及び承認

代表取締役社長

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等を準備
・環境経営管理責任者を任命
・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営活動レポートの承認
・環境経営目標、環境経営活動計画書を承認
・環境関連法規等取りまとめ表の承認
・緊急事態への対応マニュアル（BCP等）の承認

責任者 役割・責任・権限

営
業
事
務

営
業

経
理

技
術

施
設

業
務

リ
サ
イ
ク
ル

前
処
理

運
転

4 名 6 名 3 名 13 名3 名
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※1） 平成28年度に見直しを行い、平成26年度～平成28年度の平均を基準値とした。
ただし、上水使用量については令和3年度に見直しを行い、異常値であった令和4年1、2月を
除いた平成30年1、2月から3年分の平均を基準値とした。

※2） 購入電力量÷焼却炉稼働時間（単位時間当たりの電力使用量）で評価。
       なお令和4年度焼却炉稼働時間は6096時間。
       購入電力の二酸化炭素排出量は0.677kg-CO2/kWh
      （平成29年度中国電力(株)調整後排出係数）を用いて算出
※3） 平均燃費で評価
※4） 燃料消費量（軽油使用量÷場内車両の稼働時間）で評価。
     　なお令和4年度場内車両稼働時間は15,406時間。
※5）　凍結防止対策の水量を除いた使用量で評価。
※6）　当該年度の処理した量
【判定】
　　　○：実績が目標に対してより向上した場合
　　　△：実績が目標の0％～±5％以下の未達成にある場合
　　　×：実績が目標の±5％超の未達成にある場合

受託した
産業廃棄物
の処理量

廃棄物
総排出量

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰへの取組推
進（太陽光発電300kW売電量）

化学薬品の管理

総排水量の削減
（公共用水域排水）

―

― ―

― ― 1,540 ― ― ―
―

― ― 2 ― ― ―

― ― 4,308

㎥ クローズド方式のため公共用水域への排水なし

―

MWh

適正に
管理

適正に
管理

適正に
管理

〇
適正に
管理

適正に
管理

適正に
管理

適正に
管理

430 -
適正に
管理

適正に
管理

ｔ

2,883

kℓ

kℓ

ℓ

km/ℓ 14.65

4.96

2,577

―

ｔ

― ― ―
― ― 4,324 ― ― ―

有価払出

収集運搬
リサイクル

5.01

2,603

2,912〇

〇

〇

ℓ/hr

㎏

2,941

2,793

ｔ ― ― 37,265

― ― 1213 ―

灰・煤塵
払出

上水使用量の削減
※5）

電力
※2） 516

105

2,338

521

106

2,362

△

807 767

重油（A、再生B）

購入燃料

14.60

〇

〇

〇

○

ｔ
ｔ

ｔ

処理
※6）

4．当年度の実績

灯油

ガソリン
※3）

軽油
※4）

液化石油ガス

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源

令和
6年度

CO₂排出量の削減 9,977 5,874

単位 基準値
※1）

目標 実績 判定

令和
5年度

環境経営目標

〇 9,877 9,778

令和4年度

526 545

ｔ－CO₂ 10,335

kWh/h

2,645

2,386

849

14.55

5.06

2,629

㎥ 2,971

92

1,088

613

14.79

5.00

113

2,537

1,150

14.25

5.37

107

2,309

558
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　５．環境経営計画の取組結果と次年度の取組内容

CO2排出量の削減

電力

〇

△

Ａ重油

液化石油ガス

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源

〇

〇

購入燃料

ガソリン

軽油

灯油

上水使用量の削減

経営計画の取組結果と今後の取組内容環境経営目標 判定 環境経営計画

〇

〇

今年度は目標を達成することができました。ただ
し、水道料金については使用量の基準年度の開
始となる平成30年度より上昇しています。費用も削
減できるよう、引き続き従業員への呼びかけ、水道
栓の閉め忘れ防止の継続に努めてまいります。

設定温度の管理

凍結防止用の流出水削減

〇

化学薬品の管理

再生可能エネルギー
への取組推進
（太陽光発電）

〇

〇

CO2の排出量は目標達成できました。安定操業を

目指し、今後もCO2の削減に努めてまいります。

今年度は焼却炉時間当たりの電気の使用量が増
加となりました。令和5年度より、工場の稼働を4月
スタートとしたため、例年4月の定修が3月に前倒し
になり稼働時間が短くなったことや台風による影響
により、維持運転があったこと、また、気温に関し
ては例年よりも早く氷点下に達し、焼却炉設備に
使用するヒーター等の使用が早まったことなどが
考えられます。今後も保守管理をしっかりと行い、
また、不要な電力を使用しない取り組みを続けて
まいります。

適正処理ができた結果、購入燃料の消費量、A重
油の使用量ともに目標達成できました。

廃棄物の適正処理
（燃焼燃料の削減）
（汚泥の調整）

設定温度の管理

ボイラーを使用して配管清掃を行う場合がありま
すが日ごろからバルブやストレーナー等の清掃を
行い、配管を詰まらせないようにしています。今年
度は廃棄物同士が配管内で混合し、析出物が発
生しないようにするため、配管経路の変更も行い
ました。

―

エアコン設定温度
PCの省電力設定
不要な照明の消灯
省エネタイプの機器選定

エコドライブの励行
アイドリングストップの励行
場内速度の遵守

ハイブリッド車を導入しております。今後もエコドラ
イブ・アイドリングストップを励行いたします。

フォークリフト3台、重機1台、ダンプ車1台を更新
し、動線の変更を行った結果、単位時間当たりの
燃料消費量は前年度より改善されました。今後も
場内速度の尊守とアイドリングストップの継続に努
めてまいります。

使用量については昨年度並みでした。設定温度の
管理を継続し、目標達成できるように努めてまいり
ます。また、令和4年11月よりカーボンニュートラル
LPGを使用し、環境負荷の低減を行っています。

過去に成長した木の接触による継電器の漏電が
あったため、年1回木の接触状況の確認を行って
います。また、太陽光発電モニターによる発電異常
があった場合の連絡フローを作成しており、適正な
管理を行っています。

毎日の使用量の確認と毎月の在庫の確認を怠ら
ず行っています。今後も適正に管理に努めてまい
ります。

〇

〇 適正に管理

再生可能エネルギーの導入
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【当社に適用される環境関連法規制等】

廃掃法、ダイオキシン類対策特別措置法、ＰRTR法、大防法、水濁法、騒音規制法、消防法

山口県循環型社会形成推進条例、海洋汚染防止法、毒劇法、フロン排出抑制法

公害健康被害補償法、温対法、浄化槽法ほか

【遵守状況】
　これらの法規制に対する関係当局からの違反及び指摘及び関連する訴訟は令和5年6月30日時点で
ありません。

【評価】

　今期は一部目標を見直しして取り組んでまいりました。結果、電力を除いて目標を達成することが

できました。これも従業員の小さな積み重ねによる効果だと思います。

　電力に関しては使用量が微増にもかかわらず、電力料金は約1.6倍に跳ね上がっています。また、

2023年度は契約見直しにより、さらに電力料金が上がる予測です。このためにも、電力使用量削減を

目指すように努めてください。

【指示】
　2023年度の目標はこのままとしますが、今後設備の更新・追加などが控えていますので電力使用量
削減に向けて会社全体で取り組むようにしてください。

７．代表者による全体の評価と見直し・指示の結果

６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

7



　FGHDのグループ企業11社それぞれがSDGｓ宣言を策定しました。
当社としては
・産業廃棄物優良認定事業者として産業廃棄物の適正処理行うこと
・環境負荷の低減として各種排出量の削減に取り組むこと
・不法投棄のごみ回収等、ボランティア活動に取り組むこと
・有給休暇や産前産後休業・育休の取りやすい職場環境の整備に取り組むこと
などを通してSDGｓの達成に貢献してまいります。

※SDGs宣言書についてはホームページ参照

8．トピックス
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LPガス関連

 LPガスをカーボンニュートラルLPガスに切り替えることで環境負荷低減へ
貢献いたします。

8．トピックス
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電力関連
　購入電力量を稼働時間で割った下記にて評価しています。

※吹き出しは氷点下に達した日について記載。気象庁のHP参照。

 今年度は焼却炉時間当たりの電気の使用量が増加となりました。令和5年度
より、工場の稼働を4月スタートとしたため、例年4月の定修が3月に前倒しになり
稼働時間が短くなったことや台風による影響により、維持運転があったこと、また、
気温に関しては例年よりも早く氷点下に達し、焼却炉設備に使用するヒーター等の
使用が早まったことなどが考えられます。

　電力料金については昨年度の使用量が微増に対して約60％上がっています。
基本的な電力削減はもちろんのこと設備更新時は省エネタイプに変更するなど
会社全体で電力使用量削減にまいります。

8．トピックス

約60％UP！
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ＤX関連

・電子契約の推進
　⇒電子契約を推進することで契約書のペーパーレスにつながり、合わせて
　　 郵送費、印紙税も不要、また、営業事務の事務量削減にもなりました。

・営業部員のノートPCを社外から社内共有サーバーを閲覧可能なように設定
　⇒利便性が向上したことでお客様対応がスムーズになると同時に自身で閲覧
　　できることから事務員への負担も軽減されました。

・年末調整のクラウド申請
　⇒経理の事務量削減となりました。また申請書のペーパーレスに加え、前年度の
　　入力内容が表示されるため、記入がスムーズになりました。

これらの取組により業務効率化・コスト削減を行っております。また、電子契約については
許可期限切れ前に自動通知が行われるためコンプライアンスの強化につながっています。

環境関連

　社内の環境美化として、事務所入口の法面に芝さくらを植栽しました。茎は芝のように
広がり、春にはさくらに似たかわいい花を咲かせます。来年の春に満開の芝さくらをみれる
ことを従業員一同楽しみにしています。
　社外では毎月1回の工場周辺の清掃活動を続けています。今後も地域の環境美化に
努めてまいります。

11



【教育関連及びその他】

10 月 27 日 優良産廃廃棄物事業者育成支援講習会

（２）その他のセミナー等

6 月 29 日 アルコールチェック義務化をクリアするための講習
7 月 6 日 危険物取扱者保安講習
7 月 7 日 危険物取扱者保安講習
7 月 25 日 職場環境改善「キーパーソン研修会」
8 月 4 日 危険物取扱者保安講習
8 月 23 日 改正育児・介護休業法等オンライン説明会（オンライン）
8 月 25 日 職場環境改善「キーパーソン研修会」
9 月 8 日 危険物取扱者保安講習
9 月 13 日 やまぐち健康経営フォローアップ講習会
9 月 16 日 ゲートキーパー養成研修
9 月 28 日 化学物質の管理を中心とした労働安全衛生法関係

法令改正等説明会
10 月 18 日 やまぐち女性活躍応援団「地域シンポジウムin宇部」

（オンライン）
11 月 17 日 こころの健づくり計画　管理監督者向け研修
2 月 8 日 労働安全衛生講習会
2 月 20 日 毒物劇物安全管理研究会（オンライン）
3 月 28 日 管理監督者向けパワーハラスメント研修
6 月 28 日 新任者向け法の読み方調べ方～事業所編・法の

読み方調べ方～（オンライン）

　新型コロナウィルスによる行動制限もなくなったので今後は積極的に参加していきたいと
考えています。

1名

令和4年
令和5年
令和5年
令和5年

令和4年

令和5年 13名
７名

9．社外の環境経営活動

（１）環境関連セミナー

令和4年
令和4年

令和4年 5名

2名

4名
1名

令和4年 1名
令和4年 3名

令和4年
令和4年 5名
令和4年 3名

13名
2名

令和4年 1名

令和4年 3名

13名
3名

令和4年 3名
令和4年 1名
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　有機溶剤作業主任者
　酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
　フォークリフト運転技能講習
　廃棄物焼却施設に関する業務特別教育
　危険物取扱者乙種4類
　車両系建設機械（整地等）運転
　車両系建設機械（解体用）運転
　廃棄物処理施設技術管理者（ごみ処理施設）
　フルハーネス型墜落制止用器具使用作業時特別教育
　自由砥削といし取替等業務特別教育

11 月 1 日 エコアクション21認証
10 月 27 日 優良産廃処理業者認定
3 月 29 日 宇部市女性活躍推進企業認証
4 月 18 日 やまぐち男女共同参画推進事業者認証

12 月 28 日 やまぐち子育て応援企業登録
12 月 28 日 やまぐちイクメン応援企業登録
1 月 29 日 やまぐち女性の活躍推進事業者登録

10 月 1 日 誰もが活躍できるやまぐちの企業認定
10 月 18 日 やまぐちイクボス表彰（環境管理責任者）
2 月 21 日 宇部市健康づくりパートナー認定
2 月 21 日 健康経営優良法人認定（中小企業）

11 月 15 日 イクボスアワード2019特別奨励賞受賞（環境管理責任者）
3 月 2 日 健康経営優良法人認定（中小企業、2回目）
3 月 4 日 健康経営優良法人認定（中小企業、3回目）

　2021年　 7 月 30 日 やまぐち健康経営企業認定
　2022年　 3 月 9 日 健康経営優良法人認定（中小企業、4回目）
　2022年　 4 月 20 日 山口県がん検診受診促進協力事業所登録
　2023年　 3 月 8 日 健康経営優良法人認定（中小企業、5回目）

　令和4年度も前年同様に山口県優良産廃処理業者育成支援事業費補助金
を活用して各種講習等を受講しています。また、健康経営優良法人認定などの
取得に取り組んでいます。

（５）環境関連法規関係－令和4年度に実施した特記事項

①代表取締役の氏名変更に伴う届出（廃掃法、ダイオキシン類対策特別措置法、山口県
　 公害防止条例、水濁法、大防法、毒劇法、消防法、海洋汚染防止法）
②産業廃棄物処分業及び収集運搬業、特別管理産業廃棄物処分業及び収集運搬業の
　 許可更新に伴う届出（廃掃法）
③有害物質貯蔵指定施設変更に伴う届出（6箇所：水濁法）
④産業廃棄物処理施設の設置許可に伴う届出（廃掃法）

1名
34名

1名
1名
1名

3名

（３）技能講習等

1名
4名

1名

2019年
2019年
2019年
2020年
2021年

1名

2018年

（４）その他・・・国や県の認定・認証取得・表彰等の状況

2006年
2011年
2017年
2017年
2017年
2017年
2018年
2018年
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別紙1

廃棄物処理業の許可に関する事項

水
銀
含
有
産
業
廃
棄
物

無

令和11年6月22日

特別管理産業廃棄物収集運搬業【優良認定】

廃
水
銀
等
処
理
物

ば
い
じ
ん

1
3
号
廃
棄
物

感
染
性
産
業
廃
棄
物

廃
石
綿
等

有

動
物
の
死
体

ば
い
じ
ん

1
3
号
廃
棄
物

繊
維
く
ず

●

動
物
の
ふ
ん
尿

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

ガ
ラ
陶
く
ず

●

下記の４業は優良産業廃棄物処理業者認定制度の基準に適合しており、当社は優良産廃処理業者となります。

令和4年10月21日
● ● ●

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
物

指
定
下
水
汚
泥

廃
水
銀
等

廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等

Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
物

●

令和4年12月14日
令和11年10月30日

無 ● ● ●

山口県

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

積
替
保
管
の
有
無

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

第03566003258号

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

鉱
さ
い

● ●

積
替
保
管
の
有
無

燃
え
殻

汚
泥

都道府県
及び

政令都市
許可番号

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

山口県

都道府県
及び

政令都市

第03506003258号

許可番号

産業廃棄物収集運搬業【優良認定】

有● ●● ●

動
物
系
不
要
物

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

木
く
ず

動
植
物
性
残
渣



別紙1

※）事業区分の「中」は中間処理施設、「終」は最終処分場

※）事業区分の「中」は中間処理施設、「終」は最終処分場

令和4年10月28日

都道府県
及び

政令都市
許可番号

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

山口県

廃
水
銀
等

廃
ア
ル
カ
リ

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

1
3
号
廃
棄
物

感
染
性
産
業
廃
棄
物

廃
石
綿
等

●

事
業
区
分

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

ば
い
じ
ん

水
銀
産
業
含
有
産
業
廃
棄
物

無

令和11年5月12日
●● ● ●中

廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等

Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
物

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
物

●

廃
水
銀
等
処
理
物

● ● ● ● 無● ● ●●● ● ● ●

指
定
下
水
汚
泥

山口県 第03546003258号
中
終

● ●
令和5年1月12日

令和11年10月31日

動
物
の
ふ
ん
尿

動
物
の
死
体

● ●

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

動
植
物
性
残
渣

動
物
系
不
要
物

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

鉱
さ
い

特別管理産業廃棄物処分業【優良認定】

産業廃棄物処分業【優良認定】

都道府県
及び

政令都市
許可番号

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

事
業
区
分

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

が
れ
き
類

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
陶
く
ず

1
3
号
廃
棄
物



別紙1

平成24年　4月16日
―

平成20年11月　1日
―

許可番号

第2号の11

第99号の6

第99号の8

第99号の9

指令廃リ対策537－6号

指令平23廃リ対策81－6号

九運海舶第112号

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

平成24年　4月16日
―

平成12年　9月14日
―

平成13年　1月24日
―

平成13年　1月24日
―

平成16年　2月18日
―

山口県

山口県

山口県

許可の種類

産業廃棄物処理施設設置

産業廃棄物処理施設設置

産業廃棄物処理施設設置

産業廃棄物処理施設設置

一般廃棄物処理施設設置

一般廃棄物処理施設設置

海洋汚染及び海上災害の廃
油処理

許可主体
（自治体名等）

山口県

その他の許可保有一覧

山口県

山口県

令和　6年　3月31日
宇部市 第319号

令和　4年　4月　1日
事業系一般廃棄物

事業の範囲

一般廃棄物処理業

都道府県
及び

政令都市
許可番号

上段：許可年月日
下段：許可の有効年月日

許
可
の
区
分

処
分



別紙2

（２）産業廃棄物処理に係る事項
①処理施設概要（詳細については③処理施設詳細を参照）

5,801㎡

分類

 784㎥

1,579㎡

231.5㎥

1,296㎥

保管量

保管貯蔵施設

17箇所

保有数

その他

（上屋式）

（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

10基

36基

処理施設

E：管理型最終処分場
面積：17,421（㎡）、容量：81,122（㎥）

残存容積：57,251㎥（埋め立て処分休止中）

分類 内容 処理能力

D：圧縮減容施設

148（t/日）
（ｼｱﾝ化合物の分解　12（t/日）含む）

15（t/日）

31（t/日）

12（t/日）

C：油水分離施設

A：焼却施設

B：破砕施設

屋外置場

14基

3棟

危険物

内容

液物タンク

固形物貯留ピット

廃棄物倉庫



別紙2

（１）産業廃棄物の運搬車両に係る事項
①運搬車両の種類と台数

②運搬車両に係る低排出ガス車導入状況

③運搬車両に係る低燃費車導入状況

④積替保管施設
面積 ：60㎡
保管上限 ：4t

8

合計

保有台数（台）

1

6

1

8

平成12年基準排出ガス25％低減車 　　　　　　　　　　　　　　☆

平成17年基準排出ガス75％低減車 　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆

平成30年基準排出ガス75％低減車　　　　　　　　　　　　　　 ☆☆☆☆

合計

合計

保有台数（台）

4

3

7

平成27年度燃費基準達成車　　　　　　　　　　　　　　　　 20％低減レベル

平成27年度燃費基準達成車　　　　　　　　　　　　　　　　 25％低減レベル　　　　　　　　　　　　　

施設の状況

分類 車体の形状 最大積載量（㎏）

産業廃棄物収集運搬車両

350

保有台数（台）

バン

キャブオーバー

バン 450 2

400 4

1

1バン 350
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③処理施設詳細
　A：焼却施設

（１）施設の種類 ：政令第7条第3号（汚泥の焼却施設）
：政令第7条第5号（廃油の焼却施設）
：政令第7条第8号（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の焼却施設）
：政令第7条第11号（汚泥、廃酸又は廃ｱﾙｶﾘに含まれるｼｱﾝ化合物の分解施設）
：政令第7条第13号の2（産業廃棄物の焼却施設）

（２）廃棄物の種類
  Ⅰ：産業廃棄物の種類 ： 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）

・陶磁器くず（自動車破砕物を含む。以上3種類）、燃え殻、汚泥、廃油、
廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、ｺﾞﾑくず、鉱さい
がれき類、動物のふん尿、ばいじん
（これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）
以上17種類

　Ⅱ：特別管理産業廃棄物の種類
　【焼却】
 　汚泥 （ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害なものに限る。）

  廃油 （ 揮発油類、灯油類及び軽油類又は、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素
1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、
1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害な
ものに限る。）

  廃酸 （ 水素ｲｵﾝ濃度指数2.0以下のもの、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素
1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害なものに限る。）

  廃ｱﾙｶﾘ （ 水素ｲｵﾝ濃度指数12.5以上のもの、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化
炭素、1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、  
1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより
有害なものに限る。）

  感染性廃棄物  

以上5種類

  【分解】
  汚泥 （ ｼｱﾝ化合物を含むことのみにより有害なものに限る。）
  廃ｱﾙｶﾘ （ ｼｱﾝ化合物を含むことのみにより有害なものに限る。）

（３）処理能力
汚泥（特管含） ：2,000㎏/時間、48t/日
廃油（特管含） ：2,083㎏/時間、50t/日
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ：1,542㎏/時間、37t/日
金属くず、廃酸（特管含）、廃ｱﾙｶﾘ（特管含）、紙くず、木くず、動植物性残渣、ｺﾞﾑくず、
感染性廃棄物 ：3,988㎏/時間、95.7t/日
ｼｱﾝ化合物 ：0,500㎏/時間、12t/日

（４）処理方式
ロータリーキルン・ストーカ炉
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　B：破砕施設
（１）施設の種類 ：政令第7条第7号（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の破砕施設）

：政令第7条第8号の2（木くずの破砕施設）
（２）廃棄物の種類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず
以上5種類

（３）処理能力
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ：15t/日（10時間）
木くず ：08t/日（10時間）

（４）処理方式
一軸破砕機

　C：油水分離施設
（１）施設の種類 ：政令第7条第4号（廃油の油水分離施設）
（２）廃棄物の種類

汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ
以上4種類
※）特別管理産業廃棄物の種類は下記の通り

　汚泥 （ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
　ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
　又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害なものに限る。）

　廃油 （ 揮発油類、灯油類及び軽油類又は、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素
　1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、
　1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、
　1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害な
　 ものに限る。）

　 廃酸 （ 水素ｲｵﾝ濃度指数2.0以下のもの、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素
　1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛ
　1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより有害なものに限る。）

　廃ｱﾙｶﾘ （ 水素ｲｵﾝ濃度指数12.5以上のもの、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化
　炭素、1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1･-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、
　1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は1,4-ｼﾞｵｷｻﾝを含むことのみにより
　有害なものに限る。）

（３）処理能力
31t/日（24時間）

　D：圧縮減容施設
（１）施設の種類 ：圧縮減容施設
（２）廃棄物の種類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（自動車等破砕物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず
以上5種類

（３）処理能力
12t/日（10時間）
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340

中間処理合計

廃プラスチック類

廃プラスチック類 安定型最終処分場（委託） 340

870
129

再資源化等量小計 1,213

37,265

214

中間処理後
の

産業廃棄物

再資源化等量小計 1,568

中間処理後処分量合計 5,877

再資源化 廃プラスチック類 870
木くず

最終処分

129

燃え殻・ばいじん 355
汚泥 214

燃え殻・ばいじん 管理型最終処分場（委託） 3,970

燃え殻

汚泥

焼却

焼却
焼却・油水分離
焼却・油水分離・分解
焼却・油水分離
焼却・油水分離・中和・分解

がれき

動物の糞尿
特管廃油
特管汚泥
特管廃酸

焼却・油水分離
焼却・油水分離
焼却・油水分離・中和
焼却・圧縮減容・破砕・切断

木くず
金属くず

焼却
焼却・破砕・切断
焼却・破砕・切断

ガラスくず・コンクリー
トくず・陶磁器くず

焼却

うち安定型埋立

うち再資源化等

汚泥
廃プラスチック類
木くず

特管廃アルカリ
感染性廃棄物 85

0
0
1
0
0

焼却

焼却・破砕
焼却・破砕・切断
焼却
焼却

7,899
738

焼却 1

303

25

処理の実績

令和4年4月1日～令和5年3月31日

処理量（ｔ）

収集運搬

廃油
廃プラスチック類
がれき類
特管産廃

収集運搬量合計

産
業
廃
棄
物

0

188

焼却

0.38
0.38
0.29

処分方法等

鉱さい

処理方法等 廃棄物等種類

ゴムくず

廃酸
廃アルカリ
廃プラスチック類
動植物性残渣
紙くず

1.32

2.37

繊維くず

廃油 4,614
3,539
3,250
9,640
2,547

16
7

130

中間処理

ばいじん

焼却・油水分離

4,282


